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1. はじめに

　放散虫化石は、有孔虫化石やナノ化石と共に示準化

石として地質年代決定情報を得ることが可能である。

近年、海洋研究の進展により放散虫化石を用いた年代

決定の精度が上がっており、放散虫化石の示準化石と

しての有用性が高まっている。

　蟹江（1995）は、葉山層群は下部中新統上部～中部

中新統下部の短期間堆積物であるとし、葉山層群では

なく、葉山（累）層とする考えを示している（1995）。
　葉山層群は、江藤ほか（1986, 1998）によれば、三

浦半島の中央部に東西 2 列（北列、南列）の地塁を形

成している。この帯状に分布する地塁は、丹沢～嶺岡

帯に属し、断層、褶曲などにより垂直に近い傾斜で複

雑の構造を示す。暗灰色硬質泥岩の森戸層、灰色凝灰

岩質砂岩と暗灰色泥岩の互層の鐙摺層、灰色凝灰岩質

砂岩の大山層、灰色泥岩層の衣笠層、矢部層の 5 層に

区分している。葉山層群からの化石の産出は乏しいが，

年代は前期 - 中期中新世の堆積物とされた（江藤ほか , 
1998）。

　葉山層群の放散虫化石年代報告としては、Ling and 
Kurihara（1972）、 江藤（1987）、竹谷（1995）、川上（2005）、
鈴木・蟹江（2010）などがある。

　Ling and Kurihara（1972）は、葉山層群の森戸、衣

笠、大山の各層の年代を放散虫化石及び、珪質鞭毛藻

群集より、前期～中期中新世前期と推定している。江

藤（1987）では、下位より葉山層群森戸、鐙摺、衣

笠の各層から放散虫化石を抽出し、前期中新世前期～

中期中新世前期とした。矢部層からは、C. tetorapera 
1 種が報告されている。竹谷 （1995）は、石灰質団塊

や珪質泥岩などから放散虫化石を抽出し、葉山層群は

前期中新世後期から中期中新世最前期に対比されると

し、一部は中期中新世最前期に限定されるとした。

　川上（2005）は、藤沢市江の島の葉山層群を中期中

新世の堆積物とした。鈴木・蟹江（2010）は、横須賀

市野比海岸の葉山層群から放散虫化石を抽出し、 RN4
帯上部～ RN5 帯下部 ( 中期中新世前期，約 16 ～ 14 
Ma) とした。

　本研究では、北部に分布する葉山層群から炭酸塩コン

クリ—ションを採取、塩酸で溶解し，得られた放散虫化

石の群集解析を行い、放散虫化石年代を明らかにした。

また、鈴木・蟹江（2010）の野比海岸産の放散虫化石年

代について、最新のデータを用いて再考察を行った。
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図 1．葉山層群の放散虫化石試料採取位置．地形図は，国土地理院平成 18 年度発行の 2.5 万分の 1 地形図「江の島，Es」，「秋谷，

Tk, M-S, Id」，「浦賀，Nb」を使用．
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　なお、群集解析では、 主として Sanfilippo and Nigrini
（1998）の分帯と Code number を使用し、Cande and 

Kent（1995）の古地磁気極性年代及び Berggren et 
al.（1995a, b） の地磁気・微化石年代尺度を用いた。

野比海岸の試料については、Kamikuri et al. （2004）の

放散虫化石層序による分帯および数値年代を Ogg and 
Smith（2004）の地磁気極性年代を使用した。 

2. 試料及び処理方法

　試料は、主に炭酸塩コンクリーションを用いた。採

取した試料を岩石ペンチで 3 ～ 5 mm 程度の大きさに

切断し、粒状にしたもの 30 ～ 50 g を 200 ml ビーカー

に取り、 2 N の希塩酸 100 ml を注ぎ一晩放置する（溶

解が不十分な場合は、更に放置）。炭酸塩成分の溶解

した泥を水流で撹拌し、舞い上がった泥水を 63 µm の

標準篩に流す。同じ操作を濁りがなくなるまで繰り返

す。篩上に残ったものを 200 ml のビーカーへ洗浄ビ

ンで洗い流す。これに 35％過酸化水素水を約 10 ml 滴
下し、ガスバーナーで 10 分間煮沸する、ビーカーが

冷えた後、超音波洗浄機（TWINBIRD 製スーパーブ

ルットクリーン EC-511） に 3 分間かけ粘土成分を分離

する。この 200 ml ビーカーに水を 8 分目程加えなが

ら水流で撹拌する。撹拌した後 30 秒放置し、上澄み

を 63 µm の篩に流し、化石を濃集させる。同じ操作を

5 回繰り返した後、篩上の化石をシャーレに洗浄ビン

で流しとる。シャーレ中の化石を駒込ピペットでスラ

イドグラスに滴下し、乾燥後エンテランニューで封入

し、永久プレパラートを作成する。

3. 化石の同定と計数

　化石プレパラートは、Olympus CM41 生物顕微鏡を

用いて 40、100、400 倍で観察した。写真撮影は顕微

鏡デジタルカメラ Olympus DP20-5 を装着して 400 倍

（大型の化石は、100 倍）で行った。1 試料につき、プ

レパラート 5 枚を観察・同定し、種ごとの個体数をカ

ウントした。

　化石の種毎の産出頻度の表記は次のとおりとする。

　　　非常に多い（VA）：１試料中に 51 個体以上

    　　多い　　 （A）：１試料中に 21 ～ 50 個体

　　　普通　　 （C）：１試料中に 6 ～ 20 個体

　　　少ない　 （F）：１試料中に 2 ～ 5 個体

　　　稀　　　 （R）：１試料中に１個体

　化石の保存度の表記は、次のとおりとした。

　　　良　（G）：１試料中の個体の半数以上が破損し

ておらず、しかも溶解していな い状態

　　　普通（M）：１試料中の個体の半数以上が破片

であるか、多少溶解している状態

　　　不良（P）：１試料中の個体のほとんどが破損し

ているか、強く溶解している状態

　化石の全産出量の表記は次の通りとした。

　　　多い　　 （A）：１試料中に 201 個体以上

　　　普通　　 （C）：１試料中に 51 ～ 200 個体

　　　稀　　　 （R）：１試料中に 50 個体以下

4. 試料採取場所の地質

　採取場所は、藤沢市江の島の西浦海岸、葉山町の森

戸海岸・芝崎海岸、横須賀市の井戸石海岸・武山小学

校北側、野比海岸である。

　図 1 に試料採取地点を示す。

(1) 江の島西浦海岸  Es
　江の島は北部から北東部の一部および聖天島に“三

浦層群”が分布するほかは、ほぼ全域が葉山層群大山

層である（大森ほか , 1986）。江の島の西部西浦海岸

付近は、海食崖の足下まで波の打ち寄せる狭い砂浜と

岩礁が分布する。海食崖と岩礁は、主として塊状の凝

灰質砂岩で一部凝灰質シルト岩を挟む。塊状の凝灰質

砂岩中には、所々に黒色の炭質物を含む。地層面には、

小断層が無数に発達し、網目状構造も見られる。採取

試料は、炭酸塩を含む珪質の灰白色泥岩である。

(2) 森戸海岸・芝崎 01 ～ 04  M-S
　森戸海岸の地層は、海岸に分布する岩礁で、暗灰色

硬質泥岩である。試料採取場所の付近には、珪質の泥

岩層が多く分布する。付近には、液状化で貫入したと

思われる砂岩岩脈も観察されるが、炭酸塩コンクリー

ションは少なく、塩酸を用いても溶解せず化石の抽出

の困難なものが多い。分析に用いた試料は、森戸神社

南側海岸の硬質泥岩中の炭酸塩コンクリーションであ

る（図 2）。
　芝崎海岸は標高 1 m 程度の海食台で、砂岩が優勢の

砂岩泥岩互層で、断層に分断された地層が繰り返し現

れる。泥岩層には、しばしばノジュール化した炭酸塩

コンクリーションを挟んでいる。試料は 4 個の炭酸塩

ノジュールを採取した。

(3) 井戸石 01  Id
　この地域の地層は、海岸に点在する岩礁で、葉山層

群の砂質凝灰岩層である。下位は砂岩層が優勢である

が、上位では泥岩層が優勢となる。下位の久留和港付

近には、子産石と呼ばれる石灰化した砂岩ノジュール

を産する。試料は、中位の層準から灰色泥岩の炭酸塩

コンクリーションを採取した。地質柱状図を図3に示す。

(4) 武山小学校北  Tk
　採取場所は、三浦縦貫道料金所付近で、道路建設時

に露出した葉山層群森戸層の灰色泥岩の炭酸塩コンク

リーションである。

図 2．森戸神社南側の海岸産コンクリーションの写真．
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(5) 野比海岸  Nb
　この地域の結果については、鈴木・蟹江（2010）の

報告があるが、ここでは、他の葉山層群と比較し、再

録する。

　野比海岸に分布する葉山層群は市立福祉援護センタ

ー南側の海岸から野比橋付近まで露出し、直線距離で

1.3 km の範囲に逗子層、宮田層を挟み断片的に露出し

ている。地層は不連続な露出であり、断層やスラスト

により地層の重複がしばしば認められる。このセクシ

ョンの岩相は主に固結した泥岩の地層からなり、頻繁

に炭酸塩泥岩と珪質泥岩を挟有する。

　放散虫化石抽出の試料として、12 地点から炭酸塩コ

ンクリーションの泥岩を採取した。

5. 放散虫化石の産出結果と考察

　得られた放散虫化石群集は、表 1 に示した。葉山層

群の放散虫化石年代については、主として Sanfilippo 
and Nigrini（1998） の 分 帯 と Code number を 使 用

し、Cande and Kent（1995）の古地磁気極性年代及び

Berggren et al.（1995a, b） の地磁気・微化石年代尺度

を用いた。野比海岸の試料については、Kamikuri et al. 
（2004）の放散虫化石層序による分帯および数値年代

を Ogg and Smith（2004）の地磁気極性年代を使用し，

再考察した。各試料から抽出、同定した化石の年代の

一覧を図 4 に、化石種を図 5 に示した。

（1）江の島西浦海岸  Es
　ここでは、放散虫化石の保存度、産出頻度が悪く、

種数も少ない。2地点から採取したが、両地点は近接し、

図 4．葉山層群の放散虫化石総合年代表．

図 3．井戸石地域地質柱状図．井戸石 01 は試料採取層準．
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表 1．葉山層群から抽出した放散虫化石リスト．
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同様の珪質の灰白色シルト岩であることから、両者を

合わせて記載する。

　Eucyrtidium diaphanes が 優 占 種 と し て 多 数 産 出

し、 Carpocanopsis favosa、 Cyrtocapsella tetrapera、 
Stichocorys wolffii が わ ず か に 産 出 し た（ 表 １）。

Calocycletta costata は、未産出である。全体的に、保

存度が悪く、多くが破損している。産出数は普通であ

るが、種類が少ない。

　Sanfilippo and Nigrini（1998）によれば、RN3 帯の

下限は Stichocorys wolffii の初産出であり、Eucyrtidium 
diaphanes、 Carpocanopsis favosa の 終 産 出 は、RN4
帯にあるとしている。従って、Stichocorys wolffii、 
Eucyrtidium diaphanes、 Carpocanopsis favosa が共産す

ることから、放散虫化石年代は、RN3 ～ RN4 帯を示

唆している。RN4 帯の下限に初産出する Calocycletta 
costata（Sanfilippo and Nigrini, 1998）は産出していな

いので、RN3 帯に限定することもできるが、種の保存

度が低いので RN3 ～ RN4 帯とする。

　江の島の放散虫化石群集の解析ついては、川上・蟹

江（2005）の先行研究がある。それによると江の島

の 放 散 虫 化 石 は、Cyrtocapsella japonica（Nakaseko）
と Calocycletta virginis との共産関係から中期中新世

とした。このことは、前期中新世後期とした本研究

とは異なる結果となった。川上・蟹江（2005）では、

Cyrtocapsella japonica の産出を報告しているが、本研

究では産出が確認できなかった。しかし、近縁種の

Cyrtocapsella elongata（Nakaseko）は、確認できた。こ

の種は、卵型のより小型で、殻表面が滑らか、胸部と

腹部の間に明確な lumbar stricture がないなどの特徴を

もち、本研究でも葉山層群から産出が確認されている。

Sanfilippo and Nigrini（1970）によると、Cyrtocapsella 
elongata（Nakaseko）は前期中新世～中期中新世で散発

的に出現するとしている。Kamikuri et al.（2009）では、

Cyrtocapsella japonica の初産出を RN5 帯の上位（中期

中新世の後期）、Calocycletta viriginis の終産出を RN5
帯の下位（中期中新世の中期）としており、両者が共

産関係になることはないとしている。

　従って、本研究では Cyrtocapsella japonica が未産

出であると考え，RN3 ～ RN4 帯（Stichocorys wolffii 
Zone ～ Calocycletta costata Zone, 17.92 ～ 15.68 Ma, 前
期中新世の後期）とする。

（2）森戸海岸・芝崎 01 ～ 04  M-S
　森戸海岸では、化石の保存度は良で、全産出量

も多く、種ごとの産出頻度も高かった。前期中新

世の海成層から多く産出する Cycladophora cosma 、 
Cyrtocapsella tetrapera、Eucyrtidium diaphanes が 豊

富に観察された。他には、Stichocorys delmontensis、 
Stichocorys wolffii、 Siphostichartus corona が産出した。 
Calocycletta costata は未産出であった。 森戸海岸から

は、Didymocyrtis prismatica が１個体産出した（表 1）。
　森戸海岸では、Stichocorys delmontensis、 Stichocorys 
wolffii、Siphostichartus corona が 共 産 し、Calocycletta 
costata は産出しない。 Sanfilippo and Nigrini（1998）は、

RN3 帯の下限で Stichocorys wolffii が初産出し、RN3
帯の上限で Calocycletta costata が初産出するとしてい

る。また、Siphostichartus corona の初産出が RN3 帯の

下限付近にあるとしている。従って、森戸海岸の放散

虫化石群集は、RN3 帯（Stichocorys wolffii Zone, 17.92
～ 17.03 Ma, 前期中新世の後期）である。

　先行研究の Ling and Kurihara（1972）は葉山層群森

戸層～大山層を前期中新世～中期中新世の前期とし、

江藤（1987）は森戸層を前期中新世の前期～後期とし

ている。従って、森戸海岸の葉山層群の年代は、これ

らの研究結果と調和的であり、さらに絞り込むことが

できる。

　芝崎海岸は、放散虫化石が溶解し，殻の細部を確認

できないものが多い。Cyrtocapsella tetrapera は豊富に

産出するが、葉山層群で豊富に産出する Cylcadophora 
cosma、 Eucyrtidium diaphanes 、Calocycletta virginis な

どが極めて少ない。

    芝崎 01 では、Calocycletta caepa、 Eucyrtidium diaphanes、 
Lychnocanoma elongata、Theocorys spongonum が 共 産

する。Sanfilippo and Nigrini（1998）では、RN4 帯の

ほぼ下限に Lychnocanoma elongata の終産出があり、

Calocycletta caepa の初産出は RN3 帯にあるとされ

ている。従って、この層準は、RN3 帯（Stichocorys 
wolffii Zone, 17.92 ～ 17.03 Ma, 前期中新世の後期）と

見なすことができる。また、Theocorys spongonum は、

漸新世～前期中新世の後期に出現する（Riedel and 
Sanfilippo, 1971）。 
　芝崎 02 ～ 04 は、いずれも産出量が少なかった

が、ほぼ共通して Eucyrtidium diaphanes 、 Stichocorys 

 14 a, b  Eucyrtidium diaphanes Sanfilippo & Riedel　試料番号：森戸海岸 01 − ⑧
 15 a, b  Eucyrtidium cienkowskii Haeckel　試料番号：Nb01 − ③
 16 a, b  Lithopera renzae Sanfilippo & Nigrini　試料番号：Nb03 − ④
 17 a, b  Stichocorys armata (Haeckel)　試料番号：Nb03 − ④
 18 a, b  Stichocorys delmontensis (Campbell & Clark)   試料番号：森戸海岸 01 − ⑨
 19 a, b  Stichocorys wolffii Haeckel　試料番号：森戸 01 − ⑦
 20 a, b  Calocycletta virginis Haeckel　試料番号：Nb03 − ①
 21 a, b  Calocycletta costata (Riedel)　試料番号：Nb03 − ①
 22 a, b  Phormostichoartus maryladicus (Marting)　試料番号：森戸海岸 01 − ⑦
 23 a, b  Siphocampe arachnea (Ehrenberg)　試料番号：森戸海岸 01 − ②
 24 a, b  Siphostichartus corona (Haeckel)　試料番号：森戸海岸 01 − ④
 25 a, b  Siphostichartus praecorona Nigrini　試料番号：森戸海岸 01 − ⑦

   図 5（次ページ）．葉山層群産放散虫化石種．

       1 a, b  Didymocyrtis prismatica (Haeckel)　試料番号：森戸海岸 01 − ①　

  2 a, b Didymocyrtis tubaria (Haeckel)　試料番号：Nb01 − ④
  3 a, b Didymocyrtis violina (Haeckel)　試料番号：森戸海岸 01 − ⑤
  4 a, b Didymocyrtis mammifera (Haeckel)　試料番号：Nb03 − ④
  5 a, b  Acrocubus octopylus (Haeckel)　試料番号：Nb01 − ③
  6  Dorcadospyris simplex (Riedel)　試料番号：武山小北 01 − ⑥
  7 a, b Dorcadospyris praeforcipata Moore 　試料番号：武山小北 01 − ⑥
  8 a, b Liriospyris stauropora (Haeckel) 　試料番号：Nb01 − ①
  9 a, b Cyrtocapsella tetrapera Haeckel　試料番号：森戸海岸 01 − ④
 10 a, b  Cyrtocapsella cornuta Haeckel　試料番号：Nb04 − ⑥
 11 a, b  Cyrtocapsella elongata (Nakaseko)　試料番号：森戸海岸 01 − ④
 12 a, b  Carpocanopsis favosa (Haeckel) 　試料番号：江の島西浦 − ③
 13 a, b  Phormocyrtis alexandrae O’Conner　試料番号：Nb02 − ②
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delmontensis、 Lychnocanoma elongata、Didymocyrtis 
tubaria、Didymocyrtis violina を共産する。Sanfilippo and 
Nigrini（1998）では、Didymocyrtis tubaria、 Didymocyrtis 
violina、 Stichocorys delmontensis は、RN2 帯で初産出す

るとされる。従って、これらは、RN2 ～ RN3 帯の年

代（Stichocorys delmontensis ～ Stichocorys wolffii Zone, 
20.53 ～ 17.03 Ma, 前期中新世の中期～後期）に当たる。

芳賀・鈴木（1999）の珪藻化石年代によると、森戸海

岸および柴崎海岸の地層は、17.8 ～ 16.9 Ma の年代範

囲に入るとしている。本研究では、この結果とほぼ同

じ年代結果となった。

（3）井戸石 01  Id
　 化 石 の 保 存 度、 産 出 頻 度 と も に 普 通 で あ

る。Cyrtocapsella tetrapera、 Eucyrtidium diaphanes、
Calocycletta virginis、 Lychnocanoma elongata、Didymocyrtis 
tubaria が豊富に産出した。Sichocorys delmontensis は産

出するが、Sichocorys wolffii 、Calocycletta costata は未

産出であった。（表 1）。
　井戸石 01 には、 Cyrtocapsella tetrapera、 Eucyrtidium 
diaphanes、Lychnocanoma elongata、 St ichocorys 
delmontensis が共産し、Stichocorys wolffii、Calocycletta 
costata が未産出である。Sanfilippo and Nigrini（1998）
に よ れ ば、Eucyrtidium diaphanes と Lychnocanoma 
elongata の共産は RN4 帯の最下部にあるとしており、

Calocycletta costata の未産出を考慮すれば、ここの年

代は RN3 帯以下である。 Stichocorys delmontensis の
初産出は、RN2 帯の下限を規定する（Sanfilippo and 
Nigrini, 1998）。また、(4) の武山小学校北の泥岩中に

観察されるように葉山層群では、RN3 帯でありながら、

Stichocorys wolffii の産出を欠くことがあることから、

RN3 帯の可能性も否定できない。そこで、ここでは、

RN2 ～ 3 帯（Stichocorys delmontensis ～ Stichocorys 
wolffii Zone, 20.53 ～ 17.03 Ma, 前期中新世の中期～後

期）とする。

　Kurihara（1971）は、井戸石海岸南東の関根川河口

付近より底生有孔虫化石を採取し、前期中新世後期～

中期中新世前期とした。本研究は、この結果と調和す

る。また、江藤（1987）は、葉山層群鐙摺層から、放

散虫化石の Cyrtocapsella tetrapera のみを抽出してい

る。この種の初産出は、RN1 帯の下限を規定するもの

であり、RN5 帯まで出現する。従って、井戸石の年代

は、江藤（1987）と調和的であり、本研究では、年代

をさらに絞り込める。

（4）武山小学校北  Tk
　 こ こ で は、Cyrtocapsella tetrapera、 Calocycletta 
virginis、 Eucyrtidium diaphanes が 豊 富 に 産 出 す る。

Stichocorys 属では、Stichocorys delmontensis がわずか

に産出したが、Stichocorys　wolffii が未産出であっ

た。Siphostichartus corona がわずかに産出した。葉

山層群ではあまり産出しない Dorcadospyris 属の D. 
praeforcipata や D. simplex がわずかに産出する（表１）。

　 武 山 小 学 校 北 で は、Siphostichartus corona、 
Stichocorys delmontensis が共産し、Stichocorys wolffii
が未産出である。Sanfilippo and Nigrini（1998）では、

Siphostichartus corona の初産出は、RN3 帯下限付近

であるとされる。従って、この試料は RN3 帯以上と

するのが適当である。RN3 帯の上限は、Calocycletta 
costata の初産出であり、Lychnocanoma elongata の終

産出は、RN4 帯の下限付近にあるとされる（Sanfilippo 
and Nigrini，1998）。従って、Calocycletta costata の未

産出と Lychnocanoma elongata の産出を考慮すると、

この試料は RN3 帯（Stichocorys wolffii Zone, 17.92 ～

17.03 Ma, 前期中新世の後期）に限定することができ、

森戸海岸の年代と同様の結果を得た。従って、(2) で
述べたように、先行研究の Ling and Kurihara（1972）、
江藤（1987）の結果と調和的であり、年代をさらに絞

り込むことができる。

（5）野比海岸  Nb
　この海岸からは、 Calocycletta 属、Cyrtocapsella 属、

Eucyrtidium 属、Stichocorys 属が複数の試料から豊

富 に 産 出 し た。Dorcadospyris alata、Dorcadospyris 
dentata 等の Dorcadospyris 属の産出は少量であった

が、Dorcadospyris forcipata は複数の試料から産出し

た （表 1）。
　前期～中期中新世に特徴的な Didymocyrtis violina、
Didymocyrtis  tubaria、　Cyrtocapsella tetrapera、
Cyrtocapsella cornuta はほぼ全試料で産出した。 
　野比海岸の分帯については、Kamikuri et al.（2004, 
2009）のの放散虫化石分帯を用いて行う。

　Nb01、Nb02 、Nb03、 Nb04 と Nb05 は Calocycletta 
costata、Calocycletta virginis、 Eucyrtidium diaphanes の
共産から、RN4 帯である。また、Acrocubus octopylus
と Eucyrtidium diaphanes の共産から、RN4 帯中部に

当たる。

　Nb06 は Didymocyrtis tubaria、Didymocyrtis　violina 
Eucyrtidium diaphanes が共産し、Calocycletta costata、
Lithopera renzae が 未 産 出 で あ る。Eucyrtidium 
diaphanes の終産出は、RN4 帯中部にある。この試料

は保存度が貧弱であるので、RN3 ～ 4 帯中部と幅を

持たせておく。この Nb06 から Eucyrtidium asanoi は
産出するが、野比セクションでは産出量が少なく、こ

の地点に限られている。本山・高橋 （1997） は房総

半島より低緯度の陸域あるいは海域から Eucyrtidium 
asanoi の産出の報告がほとんどないことから、この種

を中～高緯度域の生息種としている。

　 ま た、Nb06 は、Eucyrtidium asanoi の 産 出 か ら

Kamikuri et al.（2004）の Eucyrtidium inflatum 帯（15.6
～ 12.5 Ma）にあたることを示唆している。

　Nb07 は Calocycletta costata、Didymocyrtis violina、
Dorcadospyris alata が共産する。 Kamikuri et al.（2009）
によると、Dorcadospyris alata は、RN5 帯の最下部

で初産出し、Calocycletta costata が RN5 の下部で終

産出するとされる。 従って、RN5 帯（Dorcadospyris 
alata 帯）の下部にあたると推定できる。それに対し

て Nb08 は Calocycletta costata、 Eucyrtidium diaphanes、
Didymocyrtis tubaria が共産し、RN5 最下位で終産出す

る Dorcadospyris forcipata が産出する。従って Nb08 は

RN4 帯 （Calocycletta costata 帯）上部と見なせる。
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　Nb9 は保存状態が悪く、有用な指標種が産出しない

ため、化石帯、年代は不明である。

　 な お、 本 セ ク シ ョ ン で は Dorcadospyris alata、 
Dorcadospyris dentata、 Dorcadospyris forcipata などの

Dorcadospyris 属の産出は乏しかった。Sanfilippo et al. 
（1985） は Dorcadospyris alata の産出範囲は南北両半球

で 30° より低緯度の海域に限定されるとしている。従

って、葉山層群の本セクションの堆積場が生息範囲よ

り高緯度にあったため Dorcadospyris 属の産出が乏し

いと思われる。

　以上のとおり、 本セクションの葉山層群は、RN4 帯

（Calocycletta costata Zone）上部からRN5帯（Dorcadospyris 
alata Zone） 下部、中期中新世の前期、絶対年代では約

16 Ma ～ 14 Ma と見積もることができる。

　蟹江・太田 （1990） は本論文の Nb01 より約 100 m 
東の露頭より採取した試料により、ナノプランクトン

化石年代で CN4 帯とした。これは、今回の放散虫化

石年代による結果と調和的である。また、竹谷（1995） 
は、横須賀市池上より得られた葉山層群の石灰質団塊

中の放散虫化石の年代を、Calocycletta costata 帯から

Dorcadospyris alata 帯最下部の前期中新世後期～中期

中新世前期に限定されるとしている。従って、野比海

岸の葉山層群と横須賀市池上の葉山層群は同時期の堆

積物といえる。

（6）葉山層群の層序と年代の課題

　本研究で明らかになった葉山層群の年代を一覧表に

したものが、図 4 である。

　蟹江（1995）は、珪藻化石、有孔虫化石、ナノ化

石、放散虫化石の年代結果（Kurihara, 1971； 門田ほか , 
1988； 蟹江ほか , 1990； 岡田 , 1995； 相田 , 1995； 竹
谷 , 1995）から「葉山層群には、これまで存在すると

考えられてきた前期中新世前期～中期の地層はない」

とした。また、芳賀・鈴木（1999）では、珪藻化石の

年代より、葉山層群下部には、18 Ma より古いものは

ないとした。

　本研究の葉山層年代は、RN2 帯の年代を否定でき

ないものの、RN3 帯（Stichocorys wolffii Zone, 17.92
～ 17.03 Ma, 前期中新世後期）にほぼ収まる。従って、

葉山層群の年代は、蟹江（1995）と芳賀・鈴木（1999）
の報告を支持する結果となった。

　図 4 で明らかなように、野比海岸に分布する葉山層

群の年代が、他の葉山層群の化石年代よりも約 100 万

年若い年代を示している。

　葉山層群は南列、北列の東西の帯状分布をしている。

本研究では、南列の西側に位置する武山小学校北と

東側に位置する野比海岸の年代はそれぞれ RN3 帯と

RN4 帯上部～ RN5 帯下部が得られた。また、北列の

西側に位置する森戸海岸、芝崎海岸、井戸石海岸と東

側に位置する横須賀市池上はそれぞれ RN3 帯と RN4
～ RN5 帯下部（竹谷 , 1995）が得られた。しかし、両

列の中央部の放散虫化石年代は得られていない。従っ

て、今後両列中央部の年代を明らかにするとともに、

地質年代と地質構造の考察を進めることが課題となっ

っている。

6. まとめ

　葉山層群の放散虫化石年代について、次のことが明

らかになった。

(1) 藤沢市江の島の放散虫化石年代は、RN3 帯～ RN4
帯（Stichocorys wolffii Zone ～ Calocycletta costata Zone, 
17.92 ～ 15.68 Ma, 前期中新世の後期）である。

(2) 葉山町森戸及び芝崎海岸の放散虫化石年代は、

RN3 帯（Stichocorys wolffii Zone, 17.92 ～ 17.03 Ma, 前
期中新世の後期）である。

(3) 横須賀市井戸石の放散虫化石年代は、RN2 帯～

RN3 帯（Stichocorys wolffii Zone, 20.53 ～ 17.03 Ma）で

ある。

(4) 横須賀市武山小学校北の放散虫化石年代は、RN3
帯（Stichocorys wolffii Zone, 17.92 ～ 17.03 Ma, 前期中

新世の後期）である。

(5) 横須賀市野比海岸の放散虫化石年代は、RN4 帯の

上部～ RN5 帯の下部の約 16 Ma ～ 14 Ma である。

(6) 葉山層群には、前期中新世の前期～中期の放散虫

化石群集は見つからない。

(7) 葉山層群の放散虫化石は、両列の東側が新しく、

西側で古いものが産出した。
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